














概要 

新生児壊死性腸炎との関連における便潜血反応の意義を検討するため,極小未熟児を対象

に生後 2週間便潜血反応を施行し,超未熟児群と 1000～1499g 群の 2群に分け,便潜血反応

の程度,日令による変化を検討した。 

これら極小未熟児における生後早期の便潜血反応は,グアヤック法でも(＋＋)～(＋＋＋)

を呈することが多く,この時期の便潜血反応の診断上の意義は見出せなかった。 

しかし,超未熟児では日令 11,1000～1499g の児においては日令7以降の便潜血反応強陽性

は要注意であり,引続き検査を行う必要がある。 

また,一度低下した潜血反応が再び強陽性を示した場合,新生児壊死性腸炎を示唆する諸症

状のいくつかとの相関がみられることから十分な警戒を要し,定期的に便潜血反応をみて

行くことは必要と思われる。 


